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富山県における近世遺跡の調査は高速道路などの大規模発掘の例外を除けばほとんど行われておら

ず調査事例はまだ少ないのが現状であり、今後の研究の進展が期待される。

陶磁器の組成の変遷

遺跡の種別等により違いはみられるが、全体的な傾向としては瀬戸美濃の製品が少なく、越中瀬戸

の占める割合が多い。特に近世後期の遺跡に関してはその傾向が伺える。肥前陶磁器については梅原

胡摩堂遺跡など一部の遺跡については�期から出土例があるが�期以降に増加する。城下町・門前町
では肥前、農村遺跡・生産地周辺遺跡では越中瀬戸が多くなる傾向がみられる。また、近世土師器は

城下町など都市遺跡で出土し、農村部では見られない。

地方窯

越中瀬戸焼は１６世紀後半に、尾張国瀬戸から陶器工人を招来し開窯した施釉陶器窯である。本格的

な施釉窯としては、日本海側では最古と言われ、江戸時代を通じ藩の御用窯として前田家の庇護の下、

茶道具の製作を中心に発展し、瓦や日常雑器などを生産した。

これまでの研究成果は文献史料分析と考古学的分析の２点から進められてきた。前者は窯関係古文

書に記載されている発給者や発注時期の特定などで、後者は表採資料の整理や瀬戸美濃との年代対比

などである。操業時期については、文献から地元に残る前田安勝文書の分析から天正１６・１７年として

いる。操業時期については、文献では天正１６・１７年としている。考古学的には天正１１年に落城した弓

庄城跡出土品に同製品があることから、落城以前の操業が指摘されている。

宮田進一氏は窯表採資料や消費地の調査成果から越中瀬戸の変遷とその分布を３期に分けている。

その分布域は、西は石川県加賀市、南は岐阜県飛騨市、東は北海道まで分布し、その中心は金沢市か

ら上越市までとしている。

�期：（１６世紀末～１７世紀初め） 大窯製品には碗、皿、壺、擂鉢がある。これらは瀬戸美濃の器

種・釉薬を模倣する傾向が見られる。分布域の中心は、西は金沢市から東は上越市までである。

�期：（１７世紀前葉～中頃） 製品には碗、皿がある。皿は肥前お皿を模倣したと考えられる。分

布域の中心は、１期同様西は金沢市から東は上越市までである。

�期（１７世紀後半～１８世紀前半） この時期の資料はほとんど知られていない。製品には碗、皿が

ある。これまでの調査でもこの時期の出土量は減り、肥前に取って代わられるようである。分布域は

県内中心となり１８世紀になると県外ではほとんど見られなくなる。

水中遺跡

平成７年５月に石川県舳倉島沖から黒部漁港所属の漁船により４枚の完形品の染付皿が引き揚げら

れた。１６８０年代のもので直径約３５㎝を計る。現在、黒部市美術で管理保管されている。
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近世陶磁器出土割合一覧 梅原胡摩堂遺跡一括資料一覧

富山城跡出土遺物
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遺跡名 所在地 遺跡の性格 概 要

梅原胡摩堂遺跡 南砺市梅原 中核的農村
寺院

砺波平野の南西部に位置する南北１㎞のわたる中近世の集落遺跡。調
査区には近世から昭和初期まで続いた旧以速寺跡が含まれる

善徳寺前遺跡 南砺市城端 門前町 旧城端町は真宗大谷派城端別院善徳寺を中心に広がる門前町。１６世紀
末から現在まで続く

江尻遺跡 高岡市江尻 一般農村 近世から近代の区画溝を伴った屋敷跡を１９棟確認。中心時期は１６世紀
末から１７世紀、１８世紀、１８世紀後半から１９世紀である

下老子笹川遺跡 高岡市下老子笹川 一般農村 １７世紀から１９世紀の農村遺跡

余川寺ケ谷内遺跡 氷見市余川 一般農村 １８世紀から１９世紀の農村遺跡

富山藩城下町 富山市総曲輪 城下町 富山城下町絵図から北側は上・中級武家屋敷、南側は町屋敷に相当

出遺跡 魚津市出 一般農村 近世遺物のほとんどが包含層からの出土で１６世紀末から近現代までに
わたる

北堀切遺跡 黒部市北堀切 中核的農村 近世である上層面からは１７世紀後半から１８世紀後半にかけての区画溝
を伴う掘立柱建物を確認

越中瀬戸窯 立山町瀬戸 窯 跡 １６世紀後半に、尾張国瀬戸より陶器工人を招来し開窯した施釉陶器で
ある。本格的な施釉窯としては、日本海側では最古と言われる

①梅原胡摩堂遺跡 ⑥富山城下町遺跡
②善徳寺前遺跡 ⑦出遺跡
③江尻遺跡 ⑧北堀切遺跡
④下老子笹川遺跡 ⑨越中瀬戸窯
⑤余川寺ヶ谷地遺跡

越中瀬戸の富山県外出土遺跡一覧
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